
本
年
4
月
か
ら
第
9
期
介
護
保
険

事
業
計
画
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の

な
か
で
介
護
施
設
の
充
実
、
介
護
施

設
へ
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
求
め
て

質
問
。
そ
の
た
め
に
は
、
介
護
へ
の

国
の
支
出
を
増
や
し
、
介
護
の
基
盤

崩
壊
を
打
開
す
る
緊
急
対
策
が
必
要

だ
と
強
調
し
ま
し
た
。

【
服
部
】
現
在
の
市
内
の
施
設
、
定

員
数
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
（
下
表
の
と
お

り
）
本
市
の
介
護
施
設
は
５
０
施
設
、

定
員
数
２
，
０
１
２
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

【
服
部
】
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

待
機
者
は
何
人
で
、
稲
沢
市
と
し
て

施
設
を
つ
く
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
介
護
老
人
福
祉

施
設
８
施
設
で
申
込
者
は
延
べ
４
０

２
人
。
た
だ
し
市
外
の
方
や
重
複
申

し
込
み
も
あ
り
、
実
数
は
わ
か
り
ま

せ
ん
。
次
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
の
２
０
２
６
年
の
県
の
調
査
結

果
を
受
け
て
検
討
し
て
い
く
。

【
服
部
】
生
活
保
護
受
給
者
が
入
れ

る
特
養
は
あ
り
ま
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
施
設
ご
と
の
対

応
で
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
生
計
困

難
者
等
軽
減
制
度
に
協
力
す
る
施
設

は
第
二
大
和
の
里
、
寿
敬
園
、
す
ず

の
郷
・
同
西
館
の
四
施
設
で
す
。

【
服
部
】
国
民
年
金
は
平
均
５
万
６

３
５
８
円
、
厚
生
年
金
１
４
万
６
１

４
５
円
、
特
養
で
も
要
介
護
３
の
場

合
、
９
万
６
３
６
０
円
か
か
る
。
稲

沢
市
と
し
て
助
成
制
度
を
設
け
る
考

え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
新
た
な
助
成
制

度
を
設
け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
今
年
度
か
ら
介
護
事
業
者

に
研
修
受
講
料
の
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
が
実
績
は
あ
り
ま
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
現
時
点
で
は
、

実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
人
材
確
保
の
た
め
、
新
た

な
支
援
策
の
検
討
を
求
め
る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
へ
の
国
庫
負
担
引
き

上
げ
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

稲
沢
市
で
は
、
消
防
本
部
で
パ
ワ

ハ
ラ
が
発
生
し
、
新
聞
報
道
も
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
７
月
に
外
部
の

弁
護
士
と
社
会
保
険
労
務
士
の
防
止

委
員
会
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
内
の
結
果
報
告
が
少
し
伸
び
る
と

し
て
い
ま
す
。

【
服
部
】
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た

め
の
規
定
は
あ
り
ま
す
か
。
ま
た
そ

の
規
定
に
は
被
害
者
へ
の
補
償
や
救

済
措
置
、
加
害
者
へ
の
罰
則
は
あ
り

ま
す
か
。

【
総
合
政
策
部
長
】
２
０
２
０
年
６

月
に
「
指
針
」
を
定
め
て
い
る
ほ
か
、

「
稲
沢
市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
に
関
す
る
要
綱
」
を
１
１
月
に
制

定
し
ま
し
た
。
こ
の
要
綱
に
は
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
被
害
者
の
救
済
や
行
為
者

へ
の
罰
則
の
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
服
部
】
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
た

め
に
、
内
部
調
査
だ
け
で
な
く
第
三

者
に
よ
る
防
止
委
員
会
、
調
査
委
員

会
が
不
可
欠
で
す
が
、
「
必
要
に
応

じ
て
」
と
し
て
い
る
。
ど
う
し
て
で

す
か
。

【
総
合
政
策
部
長
】
ま
ず
は
職
員
で

構
成
す
る
防
止
委
員
会
を
招
集
し
、

迅
速
に
調
査
す
る
な
か
で
、
職
員
で

の
対
応
が
困
難
な
も
の
は
学
識
経
験

者
等
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
き
ま
す
。

【
服
部
】
市
長
自
身
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。
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日
本
共
産
党
の
服
部
俊
夫
市
議
は
、
稲
沢
市
１
２
月
議
会
の
一
般
質
問

で
、
①
介
護
保
険
制
度
の
充
実
、
②
国
民
健
康
保
険
制
度
に
関
し
て
、
③

稲
沢
市
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
、
稲
沢
市
長
・
市
当
局
の
見
解

を
質
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
・
国
保
の
拡
充
求
め
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
も
質
問

服
部
議
員

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
毎
年

減
少
し
て
い
ま
す
。
稲
沢
市
で
は
２
０

２
１
年
２
万
５
５
７
８
人
、
２
２
年
２

万
３
９
５
７
人
、
２
３
年
２
万
２
７
５

８
人
（
市
民
福
祉
部
長
）
で
す
。
ま
た
、

愛
知
県
へ
の
保
険
料
統
一
を
２
０
２
９

年
と
し
て
お
り
、
国
保
税
の
値
上
げ
が

必
至
で
す
。

【
服
部
】
国
保
税
の
値
上
げ
は
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
本
年
度
の
決
算
見

込
み
、
来
年
度
の
県
納
付
金
の
状
況
が

不
透
明
で
、
今
後
財
政
部
局
等
と
調
整

し
て
い
く
。

値
上
げ
は
明
言
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

予
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
国
保

税
値
上
げ
に
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

◇

◇

◇

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
し
て
、
今
の
保

険
証
を
残
す
べ
き
だ
と
主
張
し
、
質
問

し
ま
し
た
。

【
市
民
福
祉
部
長
】
マ
イ
ナ
保
険
証
お

持
ち
の
方
へ
の
「
資
格
情
報
の
お
知
ら

せ
」
は
７
月
中
旬
発
送
、
（
今
の
保
険

証
に
代
わ
る
）
資
格
確
認
書
の
有
効
期

限
は
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

【
服
部
】
暗
証
番
号
も
顔
認
証
も
い
ら

な
い
資
格
確
認
書
が
今
の
保
険
証
と
変

わ
ら
す
使
用
で
き
る
の
で
す
か
ら
、
そ

も
そ
も
マ
イ
ナ
保
険
証
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
く
ま
で
任
意
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
押
し
付
け
は
止
め
る
べ
き
で
す
。

市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
の
要
綱
制
定

救
済
措
置
や
行
為
者
の
罰
則
は
盛
り
込
ま
ず

国
保
税
値
上
げ
必
至
？

現
行
保
険
証
を
残
せ

稲
沢
市
１
２
月
議
会
一
般
質
問

【
加
藤
市
長
】
近
年
、
各
地
で
自

治
体
の
長
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

報
道
が
続
い
て
お
り
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
い
か

な
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
も
、
人

権
を
否
定
し
職
場
の
環
境
悪
化
を

招
き
、
貴
重
な
人
材
の
損
失
、
公

務
の
信
頼
性
を
損
な
う
…
市
長
と

し
て
自
ら
を
律
し
…
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
つ
な
が
る
行
為
を
許
さ
な
い
、

見
過
ご
さ
な
い
、
そ
の
た
め
に
先

頭
に
立
っ
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な

い
職
場
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。


